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型 式 CST20 / CST30 

 

 

 

警 告 

●製品をご使用される前に、取扱説明書をお読み頂き、理解して頂いた上でご使用ください。 

●取扱説明書は、いつでも読めるように所定の場所に大切に保管してください。 

●取扱説明書の表紙に記載している型式は、日本国内での使用に限定させて頂きますので、

ご了承ください。日本国外での使用につきましては、保証出来ません。 

The models described on the front page of the instruction manual can only be used in Japan.  Cannot be 

used outside Japan. 
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はじめに 
 

この度は、  をお買い上げいただき、 

まことにありがとうございます。 

 

■まず、下記事項をご確認ください。 

●輸送途中で損傷した箇所がないか。 

●ねじ・ボルトに脱落・緩みがないか。 

●注文通りのものが入荷しているか。 

●付属品は、全部そろっているか(➭P.13)｡ 

 
万一、不具合な点がございましたら、お買い求めの販売店、または弊社営業所までお申し付けください。 

 

■製品をご使用される前に、取扱説明書をお読みください。 

人身事故や故障を未然に防ぐためにも、取扱説明書の内容を理解していただいた

上で、ご使用ください。また、ご使用方法を熟知された方、すでにお読みになった

方も、ご使用前には､今一度取扱説明書をお読みください。 

 

■お読みになられた後は、いつでも読めるように備え付けの保管袋に、大切に保管

してください。 

 

■万一、取扱説明書および警告ラベルを紛失・破損された場合、または保管用とし

て別途、取扱説明書をご入用の方は弊社営業所までお申し付けください。 

 

お買い求めの製品や取扱説明書の内容について、不明な点がございましたら、

お買い求めの販売店、または弊社営業所までお問い合わせください。 

 

■取扱説明書に記載しております内容は、日本国内においてのみ有効とさせて  

いただきます。ご了承ください。 

日本国外での使用につきましては、保証できません。 

 
The models described on the front page of the instruction manual can only 

be used in Japan. Cannot be used outside Japan. 
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注意文について 
 

 

注意文の 危 険  警 告  注 意  の意味について 
 

 

 

 

 

 

■ご使用上の注意事項は 危 険 警 告 注 意 に区分して

おり、それぞれ次の意味を表します。 
 

危 険 
誤った取り扱いをしたときに、使用者が 

死亡または重傷を負う危険が切迫して 

生じることが想定される内容のご注意。 

警 告 
誤った取り扱いをしたときに、使用者が 

死亡または重傷を負う可能性が想定される 

内容のご注意。 

注 意 
誤った取り扱いをしたときに、使用者が傷害 

を負う可能性が想定される内容および物的 

損害の発生が想定される内容のご注意。 

 

なお、 注 意 に区分した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く 

可能性があります。 

いずれも安全に関する重要な内容を記載してありますので､必ず守ってください。 
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1.用 途 
 

■六角ボルト／ナットのトルク制御締結を目的とするコードレスレンチです。 

 

2. ご使用上の注意事項 
 

■火災・感電・けがなどの事故を未然に防ぐために､次に述べる「注意事項」

を守ってください｡ 

 

■ご使用される前に､この「注意事項」をお読みいただき､指示に従って正しく

ご使用ください｡ 

 

危 険 

●高所作業での感電に注意してください。 

○高所作業での感電は、転落・落下事故を引き起こし、大変危険です。 

●作業中は反力レバーに手や指、および足などを近づけないでくだ

さい。 

○反力レバーがあたる箇所に手や指、および足などがないか確認し作業し

てください。 

○反力レバーはボルト／ナットの回転方向に対し、逆の方向に回転します。 

ご注意ください。 

手･指･足のけがの原因になります。 
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警 告 

●反力レバーは､安定した箇所に正しくあててください。 

○反力レバーは、隣接のボルト／ナットまたは部材に正しくあててください。 

○万一、傷つきやすい箇所しかない場合は緩衝板（鉄板など）で保護し 

安定させてから作業してください。また、緩衝板は滑って飛ばないよう、 

確実に固定してください。 

事故・けがの原因になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●感電に注意してください。 

○雨中や雪中､および濡れた所や湿った所では､使用しないでください｡ 

○濡れた手で電源プラグに触れないでください｡ 

感電・火災・漏電の原因になります。 
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警 告 

●使用中は、レンチ本体を両手で確実に保持してください。 

○レンチは、締付けが完了すると自動的に停止します。 

自動停止直前に反力が大きくなりますので、両手で確実に保持して

ください。 

けがの原因になります。 

●充電器のコードは、定期的に点検してください。 

○万一、損傷している場合は、お買い求めの販売店､ 

または弊社営業所に修理を依頼してください。 

感電・火災・漏電の原因になります。 

●ガソリン・ガス・シンナー・ベンジンなど引火性危険物がある

場所では、使用しないでください。 

○引火性危険物がある所では使用しないでください。 

爆発・火災の原因になります。 

●高所作業での、落下事故に注意してください。 

○安全帯を着用してください。 

○落下物による危険防止のため、作業場にはネットや帆布などによる

安全策を講じてください。 

○作業場の下に、人がいないことを確認し作業をしてください。 

○心身に疲れを感じた場合は作業をしないでください。 

転落・落下事故の原因になります。 

●無理に使用しないでください。 

○能力範囲内で使用してください。 

能力範囲を超える使用や、本来の目的以外の使用は損傷を 

まねくばかりだけでなく、事故･けがの原因になります。 
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警 告 

●ソケットおよび反力レバーは､取扱説明書に従って確実に取り付

けてください。 

取り付けが不完全であると、事故･けがの原因になります。 

取り付け方法は、「ソケットおよび反力レバーの取り付け・取り外し方

法」(➭P.23)の項目をご覧ください。 

●不意な始動は避けてください。 

○スイッチに指を掛けて持ち運ばないでください。 

○バッテリを差し込む前に、スイッチが切れていることを確認してください。 

誤って起動する恐れがあり、けがの原因になります。 

●次の場合は、バッテリをレンチから外してください。 

○使用しない場合 

○付属品などを交換する場合 

○点検・整備を行う場合 

○その他、危険が想定される場合 

不意に起動し、けがの原因になります。 

●分解・改造をしないでください。 

分解や改造は、感電・火災・故障・けが・精度不良の原因になります。 

▲ただし、下記消耗品は必要に応じて交換してください。 

反力レバー／止めねじ／ソケット／バッテリ 

●使用しない場合は、メタルケースに収納し、所定の場所に保管して

ください。 

○乾燥した場所で、子供の手の届かない所、または鍵のかかる所に鍵

を掛けて保管してください。 

故障および、誤操作・事故の原因になります。 
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警 告 

●運転中に異常音・振動・異臭などを感じた場合は、ただちに使用を

中止してください。 

○お買い求めの販売店、または弊社営業所までご連絡ください。 

感電・火災・けがの原因になります。 

●修理は、お買い求めの販売店、または弊社営業所にお申し付け 

ください。 

修理知識および技術力のない方が修理されますと､ 

性能を発揮できないだけでなく、事故･けが・故障の原因になります。 

●ご使用になる前に､下記の点検を行ってください｡ 

○ソケット／レンチ本体／反力レバー／充電器／部品／コード／電源 

プラグなどに､変形・亀裂･破損などの異常がないか､点検してください｡ 

異常がある場合は、使用しないでください。 

感電・火災・やけど・けがの原因になります｡ 

●充電器は、銘板表示の電圧で使用してください。 

火災・やけど・破損・けがの原因になります。 

●落としたり、ぶつけたりしたときは、異常がないか点検してください。 

○変形・亀裂・破損などの異常がないか、点検してください。 

異常がある場合は、使用しないでください。 

感電・火災・やけど・けがの原因になります。 

●専用の指定のバッテリおよび充電器を使用してください。 

○改造したバッテリ（分解してセルなどの内蔵部品を交換したバッテリを含

む）を使用しないでください。 

レンチの性能や安全性等も損なう恐れがあり、 

けがや故障・発煙・発熱・発火・破裂などの原因になります。 

●バッテリは、火への投入、加熱をしないでください。 

発熱・発火・破裂の原因になります。 
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警 告 

●バッテリに釘を刺したり、衝撃を与えたり、分解・改造をしないでくだ

さい。 

発熱・発火・破裂の原因になります。 

●バッテリの端子部を金属などで接触させないでください。 

○バッテリを金属と一緒に工具箱や釘袋などに保管しないでください。 

発熱・発火・破裂の原因になります。 

○バッテリをレンチ本体または充電器からはずした後は、バッテリにバッテリ

カバーを必ず取り付けてください。 

●バッテリを火のそばや炎天下など高温の場所で充電・使用・保管し

ないでください。 

バッテリの液漏れ・発熱・破裂の原因になります。 

●バッテリは専用充電器以外では充電しないでください。 

発熱・発火・破裂の原因になります。 

●正しく充電してください。 

○充電器は定格表示してある電源で使用してください。昇圧器などのトラン

スを使用したり直流電源やエンジン発電機では使用しないでください（マ

キタインバータ制御付エンジン発電機は除く）。 

異常に発熱し、火災の原因になります。 

○周囲温度が１０℃未満、または周囲温度が４０℃以上ではバッテリを充電

しないでください。 

破裂や火災の原因になります。 

○バッテリは換気の良い場所で充電してください。バッテリや充電器を充電

中、布などで覆わないでください。 

破裂や火災の原因になります。 

○使用しない場合は、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。 

破裂や火災の原因になります。 
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警 告 

●濡れた手で電源プラグに触れないでください。 

感電の原因になります｡ 

●使用時間が極端に短くなったバッテリは使用しないでください。 

●落としたり、なんらかの損傷を受けたバッテリは使用しないでくださ

い。 

●ラッカー、ペイント、ベンジン、シンナー、ガソリン、ガス、接着剤など

のある場所では充電しないでください。 

爆発や火災の原因になります。 

●火災の恐れがあります。次のようなことをしないでください。 

○段ボールなどの紙類、座布団などの布類、畳、カーペット、ビニール等の

上では充電しないでください。 

○風窓のある充電器は、充電中に風窓をふさがないでください。また、風窓

に金属類、燃えやすいものを差し込まないでください。 

○綿ぼこりなど、ほこりの多い場所で充電しないでください。 

●充電器のバッテリ装着部には充電用端子があります。金属片・水な

どの異物を近づけないでください。 

そのまま充電を続けると発煙・発火・破裂の原因になります。 

●充電器は充電以外の用途には使用しないでください。 

●充電中に充電器の通風穴をふさいだり、異物を差し込んだりしない

でください。 

火災・やけど・破損・けがの原因になります。 

●ソケットおよび反力レバーの取り付け・取り外しの際は、バッテリを

取り外してください。 

○不意に起動した場合など、反力レバーが回転し、手や指、足などが挟ま

れ大変危険です。 

手･指･足のけがの原因になります。 
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注 意 

●作業場は、いつもきれいに保ってください。 

■ちらかった場所や作業台で使用しないでください｡ 

事故の原因になります。 

●子供を近づけないでください。 

■作業者以外にレンチやコードに触れさせないでください。 

■作業者以外を作業場に近づけないでください。 

●作業に適した服装で作業をしてください｡ 

■屋外での作業の場合は､ゴム手袋と滑り止めのついた履物を 

ご使用ください。 

■作業現場に入る時は､ヘルメット・帽子などを正しく着用してください｡ 

●付属品は、当社純正品をご使用ください。 

■本取扱説明書・弊社カタログに記載されている付属品の交換は、 

当社純正品をご使用ください。 

事故・故障の原因になります。 

●電源プラグのタコ足配線をしないでください。 

火災･事故・故障の原因になります。 

●充電器のコードは乱暴に扱わないでください。 

■コードを持って充電器を運ばないでください。 

■コードを引っ張ってコンセントから抜かないでください｡ 

■コードを加熱される所・油などが付く所・傷が付く所には、近づけないで 

ください。 

●モータの通風を良くしてください。 

■モータの通風口に異物を差し込まないでください。 

■モータの通風口を物で覆わないでください。 

●バッテリの液が目に入ったら、直ちにきれいな水で十分に洗い、医

師の治療を受けてください。 
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注 意 

●念入りに手入れをしてください。 

■使用の際は、握り部および握り手を常に乾いた状態に保ち、油・グリスな

どが付かないようにしてください。 

●騒音に関する法・条例を守ってください。 

■各都道府県の条例で定める工場・事業所で使用する場合は、 

周辺に迷惑をかけないよう、各条例で定める騒音規制値以下で 

ご使用ください。 必要に応じて、しゃ音壁を設けてください。 

●充電中、発熱などの異常に気が付いたときは、直ちに電源プラグを

抜いて充電を中止してください。 

■そのまま充電を続けると発煙・発火・破裂の原因になります。 
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3.各部の名称および付属品 
 

各部の名称 

 
付属品 

型式 付属品(専用) 入数 付属品(共通) 入数 

CST20 

･反力レバー 

（本体に装着済み） 

･反力レバーＬ 

・六角穴付止めねじ 

M5×8平先 

・六角棒Ｌ形レンチ

（2.5mm） 

反力レバー取付け用 

1 

 

1 

4 

 

1 

 

 

･（－）ドライバー 

トルク設定ダイヤル 

調整用 

・マキタバッテリ  

BL1830（3.0Ah） 

・マキタバッテリカバー 

・マキタ充電器 

DC18RC 

･メタルケース 

･取扱説明書（本書） 

1 

 

 

2 

 

2 

1 

 

1 

1 CST30 
・反力受 

・スピロロックスFRS-32 

1 

1 

●バッテリおよびバッテリカバー、充電器はマキタ製をご使用ください。 

●付属品およびオプションなどについての詳細、その他不明な点につきましては、 

お買い求めの販売店、または弊社営業所へお問い合わせください。 
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4.バッテリの取り付け・取り外し 
 

 

警 告 

●バッテリは確実にレンチ本体に差し込んでください。ボタン上部の赤

色が見えている場合は完全にロックされていません。 

差し込みが不十分の場合、はずれて事故の原因になります。 

 

○バッテリをレンチ本体から取り外すときは、バッテリ正面のボタンを下げなが

ら、スライドさせると取り外せます。 

 

○バッテリをレンチ本体に取り付けるときは逆の要領で、レンチ本体の溝に合

わせ、奥まで挿入してください。この際、ボタン上部の赤色部が見えている

場合は完全にロックされていません。赤色部が見えなくなるまで、奥まで確

実に挿入してください。 

 
 

 

 



- 15 - 

5.バッテリ保護機能 
 

○（★マーク付きバッテリを使用する場合） 

バッテリ寿命を長くする目的で出力を自動停止する保護機能が付いてい 

ます。レンチ本体を使用中、下記状態になりますとモータが自動停止しま 

すが、これはバッテリの保護によるものであり故障ではありません。 

・レンチ本体が過負荷状態になるとモータが自動停止します。このときはい

ったんスイッチをはなし、レンチ本体よりバッテリを取り外した後、過負荷の

原因を取り除いてください。原因を取り除けば再びご使用になれます。 

・バッテリの温度が高温になるとモータが自動停止します。スイッチを操作し

てもモータは停止したままです。このときはバッテリの使用を中断し、レンチ

本体よりバッテリを取り外し、バッテリを冷やすかまたは、充電してください。 

・バッテリの容量が少なくなるとモータが自動停止します。スイッチを操作し

てもモータは停止したままです。このときはバッテリをレンチ本体より取り外

し、バッテリを充電してください。 

 

 

 

 

 

 



- 16 - 

6.バッテリの充電方法 

○お買い上げ時は、バッテリは十分に充電されていません。           

（スイッチを操作するとレンチは動く恐れがありますので注意してください。）

ご使用前に充電器で正しく充電してからご使用ください。 

○充電器の電源プラグを１００Ｖの電源コンセントに差し込んでください。充電

表示ライトは「緑」の点滅を繰り返します。 

○バッテリを充電器の挿入ガイドにそって、一番奥までいれてください。充電器

の端子カバーはバッテリの挿入に伴い開閉します。 

○バッテリを挿入しますと充電表示ライトが「赤」に点灯し、現在設定されてい

る充電完了メロディーが短時間流れ、充電を開始します。充電が完了すると

「緑」の点灯に変わり、充電完了メロディーや電子ブザーが鳴ります。そのま

まバッテリを挿入しておけば、バッテリを冷却します。充電時間は周囲温度

（１０℃～４０℃）やバッテリの状態（新品・長期保存バッテリや寿命に近いバ

ッテリなど）により変動します。 

○充電完了後すぐに使用しない場合は、バッテリの冷却を行いますのでその

まま差し込んでおくことをおすすめします。冷却時間は約１時間です。 

○バッテリを抜き取り、電源コンセントから充電器の電源プラグを抜いてください。 
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7.充電完了メロディーの切り替え方法 

○バッテリを充電器に差し込むと、現在設定（※）されている充電完了メロディ

ーの確認音が短時間流れます。 

○この時約５秒以内にバッテリを差し直すと充電完了メロディーの確認音が変

わります。 

○続けて約５秒以内にバッテリを差し直すたびに充電完了メロディーの確認音

が順に変わります。 

○設定したい充電完了メロディーの確認音が流れましたら、バッテリを挿入し

たままにすることで充電を開始します。「ピピッ！」と鳴るモードを選んだとき

は充電完了時に音がしません（無音モード）。 

○充電が完了すると充電表示ライトが「緑」の点灯に変わり、バッテリ挿入時に

設定した充電完了メロディーや電子ブザーが鳴ります。無音モードを選択し

た場合には完了時に音はしません。設定した充電完了メロディーは充電器

の電源プラグを抜いても記憶されています。 

 
 

※出荷時は電子ブザーに設定されています。 
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8.充電表示ライトについて 
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注 意 

●DC18RCはマキタバッテリ専用の急速充電器です。他の目的には使

用しないでください。 

●使用直後のバッテリや直射日光の当たる所に長時間放置したバッ

テリを充電されますと充電表示ライトが「赤」の点滅を繰り返す場合

があります。このようなときは、充電器内蔵の冷却ファンによりバッ

テリを冷却してから充電を開始します。 

●充電開始後、充電表示ライトが「赤・緑」の交互点滅を繰り返し、電

子ブザーが「ピッ ピッ ピッ」と約２０秒間鳴った場合は、バッテリの

寿命またはゴミづまりで充電できません。 

●バッテリを連続で充電される場合は、充電時間が長くなることがあり

ます。 

●オートメンテナンス機能により、充電時間が周囲温度（１０℃～４０℃）

やバッテリの状態に応じて変動します。 

●次のような状態のときは、充電器またはバッテリに故障があると考

えられますのでお買い求めの販売店、または弊社営業所までお問

い合わせください。 

○充電器の電源プラグを１００Ｖの電源コンセントに差し込んでも、表示ライ

トが「緑」に点滅しない。 

 

○バッテリを挿入しても、表示ライトが「赤」に点灯または点滅しない。 

 

○充電完了後、表示ライトが「赤」に点灯した後、１時間以上たっても充電が

完了しない。（表示ライトが「緑」に変わらない）。 
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9.冷却システムについて 
 

○バッテリの性能を十分に発揮させるため、充電器内蔵の冷却ファンによりバ

ッテリを効率よく冷却するシステムです。送風の音がしますが故障ではあり

ません。 

○冷却ファンが故障したり、充電器やバッテリのゴミづまりによって冷却不足と

なった場合、「黄」ライトが点滅し冷却システム異常をお知らせします。冷却

システム異常の場合も充電を行いますが、充電時間が長くなることがありま

す。このようなときは、充電器、バッテリの風穴がふさがれていないか、また

は送風の音がしないか、ご確認ください。 

○充電中、送風の音がしない場合がありますが、「黄」のライトが点滅していな

ければ故障ではありません。冷却ファンを停止して充電することがあります。 

○充電器、バッテリの風穴をふさがないでください。 

○頻繁に「黄」のライトが点滅するようなときは、点検・修理をお申し付けくださ

い。 

 

10.オートメンテナンス機能について 
 

○オートメンテナンス機能は、バッテリの使用状態に応じて自動的にバッテリを

長持ちさせるように最適な充電を行うことを特長としています。 

○下記１～４の状態となった場合、特にバッテリ寿命が低下しやすい状況にあ

るため、充電中に「黄」のライトが点滅して充電時間が長くなることがあります。 

 

１．高温充電の繰り返し 

２．低温充電の繰り返し 

３．満充電バッテリの再充電の繰り返し 

４．過放電の繰り返し 

（過放電とはレンチの力が弱くなってもさらに使用する状態です） 
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11.バッテリを長持ちさせるには 
 

○レンチの力が弱くなってきたと感じたら、使うのをやめ、充電してください。 

○満充電したバッテリを再度充電しないでください。 

○充電は周囲温度１０℃～４０℃の範囲で行ってください。 

○使用直後などの熱くなったバッテリは、充電器に差し込んで冷却し充電する

ことをおすすめします。 

○長期間（６ケ月以上）ご使用にならない場合、リチウムイオンバッテリは、充

電してから保管することをおすすめします。 

 

12.バッテリの回収について 
 

○使用済みのバッテリはリサイクルのため回収しております。お買い求めの販

売店、または弊社営業所までご持参ください。 

 
 

13.充電器の点検・修理・保管について 
 

○いつも安全に能率よくお使いいただくために定期点検をおすすめします。修

理・点検はお買い求めの販売店、または弊社営業所へお申し付けください。 

○充電器の保管場所として次のような場所は避けてください。 

・お子様の手が届いたり、簡単に持ち出せる場所 

・温度や湿度の急変する所 

・湿気の多い所 

・直射日光の当たる所 

・揮発性物質の置いてある所 
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14.バッテリ残容量表示 
 

○バッテリ残容量はスイッチを引いたときに残容量表示ランプでお知らせしま

す。 

○残容量表示ランプの点灯状態とバッテリ残容量は以下のようになっていま

す。 

 

 

 

注 意 

●残容量表示ランプが消えている場合は、バッテリの消耗を抑えるた

めに、電源がＯＦＦの状態です。レンチが作動しない程度に少しだけ

スイッチを引くことにより、バッテリ残容量を確認することができます。  

●スイッチを離してから約１分後に残容量表示ランプが消えます。 
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15. ソケットおよび反力レバーの取り付け・取り外し方法 
 

１．『ソケットの取り付け・取り外し』方法 

○反力レバーを取り付けた状態で行ってください。 

 

○差込角１２．７ｍｍのソケット（ピン，Ｏリング含む）をご使用ください。 

 

①ソケットに取り付けられているピンとＯリングを外します。 

…Ｏリングをソケットにかけておくと、比較的容易に作業が行なえます。 

 

②ソケットの４角穴をレンチの先端に突き

出た４角ドライブ(軸)の形状に、ソケット

ピン穴とレンチ出力角の穴の位置が合

うようにソケットを差し込みます。 

…上手く差し込みができないときには左右に

ソケットを揺動させながら差し込んでくださ

い。 

 

③ソケットピン穴にソケットに付属する“ピ

ン”を挿入し、みぞ部に“Ｏリング”を装

着します｡ 

 

 

 

 

 

 

④取り付けが完了しました。 

…安全のためソケットがしっかりと取り付けら

れているか、ソケットを引っ張って外れない

ことを確認してください。 

取り外しはＯリングとピンを外し、ソケット  を

引き抜くことで行います。 

…Ｏリングとピンの紛失にご注意ください。 

 

 

 



- 24 - 

２．『反力レバーの取り付け・取り外し』方法 

■付属の形状寸法以外に、ご要望に応じた反力レバーを製作します（有償）。 

お買い求めの販売店、あるいは弊社営業所までご相談ください。 

○ソケットを外した状態で行ってください。 

 

○CST20の場合 

①反力レバーの外周にある２箇所のネジを付属の六角棒Ｌ形レンチ（反力レバー

取付け用)にてゆるめ､反力レバーの６角穴をレンチの６角ドライブ(軸)の形状

に合わせて差し込みます。 

…上手く差し込みができないときは左右に反力レバーを揺動させながら差し込んでください。 

②反力レバーの外周にある２箇所のネジを付属の六角棒Ｌ形レンチにて締め付

けます。 

 
③取り付けが完了しました。 

…安全のため反力レバーがしっかりと取り付けられているか、引っ張って外れないことを確認

してください。 

取り外しは２箇所のネジを付属の六角棒L形レンチにてゆるめ､反力レバーを引き抜くこ

とで行います。 

 

○CST30の場合 

①レンチ本体と反力受のスプライン形状を 

合わせて反力受とブッシュを差し込んでください。 

 

②スプライン形状の先端部のみぞ部に 

スピロロックスを取り付けてください。 

 

③反力受が確実に装着されていることを確認し、 

この状態で反力受がレンチ本体から外れない 

ことを確認してください。 

取り外しはスピロロックスの切り欠き部分に 

(-)ドライバー等を差し込み、こじ起こすようにして 

スピロロックスを取り外してください。 
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警 告 

●ソケットは「トネ インパクト用ソケット」をご使用ください。 

○他のソケットをご使用になると､反力レバーの位置が合わず締付け不良・   

ボルト／ナットの損傷・レンチの故障およびけがの原因になります｡ 

●ソケットおよび反力レバーの取り付け・取り外しの際は、バッテリを

取り外してください。 

●安全のためソケットおよび反力レバーがしっかりと取り付けられてい

るか、確認してください｡ 

○取り付けが不充分であると、ソケットおよび反力レバーが落下するこ

とがあり危険です。 

警 告 

●ソケットに割れ・欠け・摩耗・変形がないか確認してください。 

ソケットが破損した場合、けがの原因になります。 

●Ｏリングの著しい変形およびピンに曲がり，折れ，ヒビや割れがない

か確認してください。 

○ピン，Ｏリングは消耗品です。 

異常がある場合は新品に取り替えてください。 

ソケットの落下、およびピン飛び出しによるけがの原因になります。 

●ソケットリテイナーは仮固定用です。ソケットは必ずピン・Ｏリンク゛で

固定してください。 

ソケットの落下によるけがの原因になります。 
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16.操作方法 
 

１．「締付け」操作方法 

①正逆切替レバーをボルト/ナット（ソケット）の 

締付け回転方向（右回転）に切り替えて 

ください。 

※逆ねじを締付ける場合は、「左回転」が 
「締付け」になりますのでご注意ください。 

 

②トルク設定ダイヤルを付属の（－）ドライバー 

にて目標トルクに合わせてください。 

※トルク設定ダイヤルの目盛は弊社試験機にて 
調整した目安です。精度の高いトルク管理が 
必要な時は、締付けトルクの調整を行って 
ください（➭P.29）。 

 

③インターナルギヤを手で廻しながらソケットをボ

ルト／ナットに完全に差し込んでください。 

※反力レバーはレンチ起動時にボルト／ナットの

回転方向に対し、逆の方向に回転しますので隣

接のボルトまたは部材で反力が受けられる 
よう配慮し作業してください。 

 

④スイッチを引いて起動してください。 

反力レバーが隣接するボルト／ナットまたは 

部材にあたり、ソケットが回転しボルト／ナット

を締付け始めます。 

※反力レバーによる指詰めにご注意ください｡ 

 

⑤締付けが進み、設定されたトルクに 

達するとレンチは自動で停止します。 

…正常に締付けが完了すれば緑色ランプが点灯

します。 

締付け途中でスイッチを離すと正常な締付け

は行われません。 

※④⑤において赤色ランプが点灯・点滅すれば、

異常を示します(➭P.31)｡ 
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２．「ゆるめ」操作方法 

①正逆切替レバーをボルト／ナット（ソケット）の 

ゆるめ回転方向（左回転）に切り替えて 

ください。 

※逆ねじをゆるめる場合は、「右回転」が「ゆるめ」 
になりますのでご注意ください。 

 

②トルク設定ダイヤルを付属の（－）ドライバー 

にて最大に合わせてください。 

 

③インターナルギヤを手で廻しながらソケットを 

ボルト／ナットに完全に差し込んでください。 

※反力レバーはレンチ起動時にボルト／ナットの 
回転方向に対し、逆の方向に回転しますので 
隣接のボルトまたは部材で反力が受けられる 
よう配慮し作業してください。 

 

④スイッチを引いて起動してください。 

反力レバーが隣接するボルト／ナットまたは 

部材にあたり、ソケットが回転しボルト／ナット

をゆるめ始めます。 

※反力レバーによる指詰めにご注意ください｡ 

 

⑤ボルト／ナットがゆるめば、スイッチから手を 

離してレンチを停止してください。 

※ゆるまない場合は、レンチの許容能力を超えて

いますので、作業を中止してください｡ 

故障の原因となります。 
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危 険 

●反力レバーに手や指、および足などを近づけないでください。 

手･指･足のけがの原因になります。 

 

警 告 

●「右回転」「左回転」の切替操作やトルク設定は、モータ停止の状態

で行ってください。 

けが･事故・故障の原因になります。 

●作業のときは、「右回転」「左回転」を間違えないよう、正逆切替レバ

ーの位置を再確認してください。 

●1度締付けたボルト/ナットの２度締め（増し締め）はしないでください。  

ボルト／ナット破損およびレンチ故障･けがの原因になります｡ 
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17. 締付けトルクについて 

１．締付けトルクの調整 

■トルク設定ダイヤルの目盛は目安です。 

精度の高いトルク管理が必要な時は、作業前にダイヤル形トルクレンチ 

(オプション：別売品)を使用して締付けトルクの調整を行ってください。 

 
 

 

 

 

レンチのトルク設定ダイヤルを

目標トルクに合わせます 

締付けトルクが   

目標トルクの 

許容範囲内にある 

締付けトルク調整完了 

ボルト／ナットの締付け作業 

ＮＯ 

YES 

５本以上のボルト／ナットを 

締付けます 

締付けトルクが目標トルクの 

許容範囲内にあるかを確かめる 
 
 

「ダイヤル形トルクレンチ」使用の場合 
締付けたボルト／ナットをゆっくり追い締めし 

ボルト／ナットが回り始めた時のトルクを

測定します。 

トルク設定ダイヤルの目盛は目安です。 

トルク設定ダイヤルの操作は、レンチが停

止している状態で行ってください。 

1 度締付けたボルト／ナットの２度締め 

（増し締め）はしないでください 

トルク設定ダイヤルを 

再調整する 
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○締付けトルクは、ボルト／ナットの表面の状況など、締付け条件の変化により

変動します。トルク設定ダイヤルの設定は毎日の作業開始時と締付け条件が

変化した時に行ってください。 

 

○トルク設定はモ－タ停止の状態で行ってください。 

 

○１度締付けたボルト／ナットの２度締め（増し締め）はしないでください。             

過大な締付けトルクになるとともに、電動レンチ故障の原因となります。 

 

２．締付けトルクの変動要因 

締付けトルクはボルト／ナットおよび締付け部材の状況により変動します。 

その傾向は次のとおりです。 

 

締付け状況 傾向 

・締付け部材の剛性が低い(軟らかい) 

・ボルト径が小さい 

・ボルト長さが長い 

・ボルトの材質強度が低い 

・ボルトの品質が悪い 

・共廻りを生じる 

・レンチが自動停止する前にスイッチを離した 

締付けトルクは 

低くなる 

・締付け部材の剛性が高い(硬い) 

・ボルト径が大きい 

・ボルト長さが短い 

・ボルトへの水、油などの付着がある 

・２度締め（増し締め）をする 

締付けトルクは 

高くなる 

・部材間の隙間が多い 

・締付けるボルト/ナットと反力を受ける位置の高さが 

大きく異なる（締付け時レンチが倒れようとする場合） 

締付け精度が 

低くなる 
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18. ランプ表示による締付判定および異常検出について 
■本機には締付が正常に行えたかの判定および異常検出を、 

赤色と緑色のランプで表示する機能を備えています。 

スイッチを離すとランプは消灯します。 

スイッチを引き込んだ状態で確認してください。 

 

正常動作（締付け判定） 

表示 意味 対処 

 

無負荷運転中 

↓ 

締付中 

↓ 

正常に締付完了しました 

正常です 

バッテリ残容量不足 

表示 意味 対処 

 
充電容量が不足しています 

…レンチは起動後 

すぐに停止します 

バッテリを充電するか、 

もしくは充電されたバッテリに交換し

てください 

異常検出 

表示 意味 対処 

 
正常な締付ができませんでした 

反力レバーを隣接するボルト 

または部材から十分に離して 

再度締め付けてください 

１度締付けたボルトの２度締め

が行われた可能性があります 

１度締付けたボルトの２度締めは 

しないでください 

 
レンチ本体に故障が 

発生しています 

修理が必要です 

作業を中止し、お買い求めの販売

店、または弊社営業所にご相談くだ

さい 



- 32 - 

19.保守点検 
 

警 告 

●保守点検を行うとき､使用後のときは､スイッチを切り､バッテリをレ

ンチ本体から抜いてください｡ 

不意に起動し､感電・けがの原因になります｡ 

 

○ソケット部およびソケットとレンチの取り付け部周辺は、異物（ほこりなど）が 

付着・混入し易い箇所ですので、定期的に取り外して清掃してください。 

 

○汚れを拭き取る場合は、乾いたウエスで拭いてください。 

ベンジン・シンナー・ガソリンなどの有機溶剤で拭かないでください。ひび割れ

や変色の原因になります。 

 

○モータ内部には、油・有機溶剤など、異物が入らないよう注意してください。 

 

○作業終了後は、メタルケースに入れて乾燥した場所に保管してください。 
 

○６ヶ月または３万本使用毎を目安に、オーバーホール（有償）を受けてください。

なお、オーバーホールにつきましては、お買い求めの販売店、または弊社営業

所までお申し付けください。 

 

 

20.特 長 
 

○打撃音がなく、静寂性が高い。 

○トルク制御器が電動レンチ本体に内蔵されています。 

○右回転・左回転どちらでも同一トルク値の制御が可能です。 

○バッテリ残容量表示付き。 

○バッテリ残容量不足警告機能付き。 
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21.仕 様 

 

■本体 
製 品 番 号 CST20  CST30 

４ 角 ド ラ イ ブ 12 .7mm（ピン穴 付 き） 19 .0mm（ピン穴 付 き） 

常 用 最 大 ト ル ク 200N・m 300N・m 

ト ル ク 制 御 範 囲 40-200N・m 60-300N・m 

繰 返 締 付 精 度 ±5％（社 内 試 験 において） 

無 負 荷 回 転 数 16min-1 11min-1 

外 形 寸 法 

外 径 49mm 

全 長 161×高 さ 267×幅

74mm 

外 径 58mm 

全 長 168×高 さ 268×幅

74mm 

本 体 質 量 2.5kg 2 .7kg 

モ ー タ ブラシレスＤＣモータ 

電 源 （ バ ッ テ リ ） 
18V（DC）リチウムイオン電 池  

BL1830：3 .0Ah  

１ 満 充 電 あ た り の 

締 付 本 数 の 目 安 

（電池パック３．０Ａｈ） 

200N・m：約 380 本 300N・m：約 250 本 

●本体質量には、バッテリ・反力レバーを含み、ソケットは含まれておりません。 

 

■充電器 
製 品 番 号 DC18RC 

入 力 電 源 AC100V ,50-60Hz 

入 力 容 量 245VA 

外 径 寸 法 長 さ 155×幅 190×高 さ 75mm 

質 量 1.0kg 

コ ー ド 線 長 さ 2.1m 
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22.アフターサービス 

■取扱説明書・レンチ本体・付属品などに記載されている  警告ラベル などの

注意書に従って正しくご使用ください。 

■アフターサービスについての詳細につきましては、お買い求めの販売店、また

は弊社営業所へお問い合わせください。 

なお、お問い合わせの際は、型式・製造番号・購入年月日・電圧・故障状況な

どを詳しくご報告ください。 
 

注 意 

●精度不良、および故障などによって重大な損害が生じると予想され

る場合は、使用しないでください。 

事前に予備機などの代替手段を用意してください。 
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